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第４回元堺消防署ワークショップ

開会
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１．イントロ
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本日のテーマ：元堺消防署を企画する人も訪れる人も“つかいつづける”
ために必要なこと

元堺消防署のハード
(建物、設備等) を整える 企画する人・訪れる人の循環を生み出す(ソフトの取組)

主体

堺市(行政)
WS・社会実験の参加者・企画実践者、

元堺消防署に関心のある方、堺市(行政)など

今回のワークショップで
皆さんと意見交換、アイデア出しをします！

○そのために考えられること・・・
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０．開会
１．2025年度の取組
２．企画実践者からのふりかえり

〈休憩〉
３．ワーク「知る→訪れるために何が必要？」
４. 全体発表・総括
５．今後のスケジュール・閉会

本 日 の 進 行



第４回元堺消防署ワークショップ
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1
1 2025年度の取組



１．2025年度元堺消防署暫定利用について
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①元堺消防署用地活用の方向性（令和7年5月策定）

• 元堺消防署用地には、賑わいや交流が創出される機能を導入します。
• １階部分を誰もが憩える開かれた空間とするなど、住民や来訪者が集い、交流が生まれる施設をめざします。
• 消防署という特徴的な公共施設であることから、既存建物を利用することで、地域のまちなみを残し、建物の
歴史や価値を活かします。

活用の方針



１階スペースに
住民や来訪者が集い、
交流が生まれる場所
をめざした取組を
進めます。

環濠エリアの
公共空間やオープンス
ペースを利用するプレイ
ヤー（仲間）を増やし、
チャレンジしてみたいと思
える機運を醸成

します。
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②元堺消防署暫定利用の目的

元堺消防署用地活用に向けて、令和6年11月から令和9年頃を暫定利用期間とし、公民連携による様々な
活動を試しながら、環濠エリアの賑わいや交流が生まれる場所へとつなげます！
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CANGO TRIAL WEEK2025 8

社会実験「CANGO TRIAL DAY」、「CANGO TRIAL WEEK2025vol.2」、ワークショップ、DIYイベントを実施しました。

③2025年度の取組経過

令
和
７
年
度

第３回ワークショップ
日時：令和7年6月29日（日）
場所：元堺消防署

内容：
• 昨年度の取組の振り返り
• 令和7年度の暫定利用の説明
• ワーク「賑わい・交流等につながる企画のア

イデアを考えよう」
→企画のアイデア出し・共有、参加者間の
交流

「CANGO TRIAL DAY」企画募集・実施 期間：令和7年7月～(継続中)

イベント「みんなの場所をDIY！」
日時：令和７年10月11日(土)
・11月2日(日)
場所：元堺消防署

内容：
• DAY1「場所を知る、触れること」：周
辺のまち歩き、清掃、消火ホースの下
地塗

• DAY２「彩ることで始まる」：巨大懸
垂幕と消火ホースの塗装

日常的に実施したい
企画を考えよう

第４回ワークショップ
日時：令和8年1月18日(日)
場所：元堺消防署

内容：
• 2025年度の取組の振り返り
• 社会実験「CANGO TRIAL 

WEEK2025vol.2」の実施報告
• ワーク「多くの人が知り・訪れる場所となる

ために何が必要？」
→つかいつづけるために必要なことの整理
等

目標 暫定利用の日常化とルールづくり、取組を広げていくため企画者同士の交流の場づくりを進めます。

使いやすい場所として
整えよう

「CANGO TRIAL WEEK2025vol.2」
実施 期間：令和7年11月1日(土)～7日(金)

みんなの場所としてつかいつづける
ために必要なことを考えよう



２．CANGO TRIAL DAY実施報告

実施概要
1. 実施目的
将来の元堺消防署用地活用を見据え、下記の3点を目的に社会実験を実施
・将来の公共スペ－スの活用に向けた、ルールづくりとその周知
・持続的に公共スペースを活用する住民や事業者等の担い手（プレイヤー）の発掘、育成
・元堺消防署用地の認知向上、場所への愛着醸成

2. 実施内容
• 1階の公共スペースを使って実施したい企画（CANGOチャレンジ！）を募集し、申込者自身が主
体となり実施

• 令和7年11月1日（土）～令和7年11月7日（金）の7日間は「CANGO TRIAL WEEK 
2025 vol.2」を実施。この期間に申込みの企画は、「CANGO TRIAL WEEK 2025 vol.2」の
一部として実施した

3. 実施期間
令和７年８月8日（金）～(継続中)

4. 実施場所
元堺消防署（堺区市之町西1丁1番27号）
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実施企画一覧(～令和7年12月まで)
企画名 主催者 日時 内容

カポエイラってなに？じゃんけん
でつながるカポエイラ体験 カプージャポン 堺道場 10月4日（土曜）

10時～12時
ブラジルの舞踏・格闘技であるカポエ
イラの体験

かぼちゃバッグを染めよう ／
ボードゲーム

河内木綿コットンクラブ
／ 佐藤

10月12日（日曜）
10時～16時

・染物の体験、駄菓子の販売
・ボードゲーム遊び

さかいまえびらき LinoLino Music実行
委員会

10月18日（土曜）
11時～16時

・キッチンカーやハンドメイド雑貨等の
販売、音楽のパフォーマンス
・ふとん太鼓の展示、写真撮影等

Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ 

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｌ 

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ 

２
０
２
５ 

ｖ
ｏ
ｌ
．２

SAKAI ENTRANCE 竹
内街道 MARKET 株式会社ふくのこ 11月1日（土曜）

10時30分～15時
・南大阪を中心とした農作物、飲食
物等の販売
・音楽のパフォーマンスなど

第1回 堺市100人カイギ TOGU 11月3日（月曜・
祝）15時～17時

・地域で活躍する人たちの話を聞く
トークイベント
・5 名のゲストトークと交流会

SAKAI CANGO TRIAL 
お楽しみ会 河内木綿コットンクラブ 11月5日（水曜）

10時～16時
・手織り、手編みの体験
・手作り品、駄菓子等の販売

手織りでクリスマス 河内木綿コットンクラブ 12月7日（日曜）
10時～16時

・手織りの体験、ビーズワークショップ
・駄菓子の販売

本気のお楽しみ会 河内木綿コットンクラブ 12月14日（日曜）
10時～16時

・クリスマスクラフトワークショップ、ビー
ズワークショップ、スマートボール遊び

第２回 堺市100人カイギ TOGU 12月21日(日曜)
14時～16時

・地域で活躍する人たちの話を聞く
トークイベント
・5 名のゲストトークと交流会 10

・市民や事業者等が主体となって９つの企画を実施しました。
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実施の様子



３．CANGO TRIAL WEEK2025ｖｏｌ.2実施報告

実施概要

1. 実施目的
・継続的に公共スペースを活用する市民や事業者等担い手の発掘、育成
・元堺消防署用地の認知度向上、場所への愛着醸成

2. 実施内容
（1）CANGOチャレンジ！

元堺消防署で実施したい企画を募集し、市民や事業者などの申込者自身が主体となり実施
（2）フリースペース

「CANGO チャレンジ︕」の企画を実施していない期間は、1 階をフリースペースとして開放

3. 実施日時
令和7年11月1日（土曜）～11月7日（金曜）

4. 実施場所
元堺消防署（堺区市之町西1丁1番27号）
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実施内容の詳細

13

（1）CANGOチャレンジ！

（2）フリースペース
日時：11月3日（月）、4日（火）、６日（木）、7日（金）

午前10時～午後４時
内容：テーブル・椅子などの設置、お茶・コーヒーの無料サービス、

塗り絵・輪投げなど子どもの遊び道具の貸出

（３）その他
11月1日～7日の期間、社会実験「レールサイドテラス」を実施

企画名 日時

SAKAI ENTRANCE 
竹内街道 MARKET

11月1日（土曜）
10時30分～15時

イベント「みんなの場所をDIY！」
Day２：彩ることで始まる

11月2日（日曜）
10時30分～12時30分
/14時～16時

第1回 堺市100人カイギ 11月3日（月曜・祝）
15時～17時

SAKAI CANGO TRIAL 
お楽しみ会

11月5日（水曜）
10時～16時



実施の様子（CANGOチャレンジ！）
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実施の様子（フリースペース＆レールサイドテラス）

15



第４回元堺消防署ワークショップ
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1
2 企画実践者からのふりかえり



＼企画実践者の皆さんから発表をお願いします／

1. 「CANGO TRIAL WEEK2025vol.2」で企画を実践
しての感想等：工夫・成功した点、課題、地域への配
慮、モチベーションなど

2. 今後に向けて：やってみたいこと、協力・連携したいこと、
課題に感じていることなど

3. 参加者から：感想、質疑など
17
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第1回堺市100人会議



第1回堺市100人会議 企画概要

1. 日時
11月3日（月・祝）
15：00～17：00

2. 実施内容
堺市7区を“ゆるやかにつなぐ”交流イベント
「堺市100人カイギ」の記念すべき第1回目
(全20回)が開催されました。たくさんの参加
者が集まり、堺で活躍する5名の方をスピー
カーに迎え、地元での活動について発表して
いただきました。

主催：TOGU

19



20

CANGO TRIAL WEEK2025vol.2 企画者ふりかえりシート 企画・団体名【 堺市100人カイギ 】

２．準備（～前日）１．企画（～1か月前） ３．実施(当日) ４．実施後

③
地
域
・
周
辺

へ
の
配
慮

①
工
夫
・
成
功
し
た
点

②
困
っ
た
こ
と
・

課
題

④
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
満
足
度

高

普
通

低

⑤今後について(やりたいこと、協力・連携したいこと、課題に感じていること等)

堺市7区をつなげるというコンセプ
トのもと、5人の登壇者の活動地
域がバラけるよう選定に配慮。
登壇者用グループラインを作成し、
情報共有を一元化。

課題は集客。1回目参加者への
アプローチ、各種SNSを活用して
イベントの告知を行ったが、目標
50名に対してチケット購入
(peatix)は20名。

運営メンバーの役割明確化、各
自が持っている備品を活用。登壇
資料を事前確認し、趣旨に沿って
いるかをチェックした。

開始2時間前に現地入り、準備と
リハーサルも行った。事前参加予
定者20名に対して、当日参加
20名、合計約40名の参加者で
大変盛り上がった。

車椅子の方が来られたが、バリアフ
リーでなく2階会場へ上がれなかった。
交流会用にアルコールを用意したが、
ほとんど売れなかったので、次回以
降は不要だと感じている。

コインケースやキャッシュト
レイがあるとよかった。領収
証をもう一回り大きくする
べきだった。

登壇者が各自のSNS
で100人カイギでの登
壇を発信してくれた。

全20回あるため、なるべく
省エネで！
良い意味でのモチベーション
普通モード

予定を大幅に上回る当日参加者で
大いに盛り上がりました！

バリアフリー対応、会場アクセスと周辺駐車場の周知。コンセプト上、消防署跡地に限らず会場を変えていきたい。

全20回、7区からなるべく満遍なく
登壇者をピックアップすること。

目標参加者50名だが、少ない時
もあって良いじゃないかというスタン
スで、全20回のモチベーションを保
つことを優先
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SAKAI CANGO TRIAL お楽しみ会



SAKAI CANGO TRIAL お楽しみ会 企画概要

1. 日時
11月5日（水）
10：00～16：00

2. 実施内容
手織りや手編みのワークショップのほか、
手作り品の販売、ゲーム、ミニ駄菓子屋
さんなど、こどもから大人まで楽しんでいた
だけました。

主催：河内木綿コットンクラブ

22
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CANGO TRIAL WEEK2025vol.2 企画者ふりかえりシート 企画・団体名【 河内木綿コットンクラブ 】

２．準備（～前日）１．企画（～1か月前） ３．実施(当日) ４．実施後

③
地
域
・
周
辺

へ
の
配
慮

①
工
夫
・
成
功
し
た
点

②
困
っ
た
こ
と
・

課
題

④
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
満
足
度

高

普
通

低

⑤今後について(やりたいこと、協力・連携したいこと、課題に感じていること等)

•季節に合ったワークショップの内容
を考えている
•備品を借りれるので知り合いに一
緒に出店しようと気軽に声をかけ
れた(お客さんとして呼ばない)

•他の人の企画を参考にして、音楽
を用意した

•入りやすい雰囲気づくりを心掛けて
いる（子どもが遊ぶスペースでの
チョーク遊びや縄跳び）

•火が使えるかの確認をしないといけ
なかった

•環濠のインスタを見て来てくれた人
がいてうれしかった
•リピーターの人がいた
•近所のおじいさんが飛び入り参加
してくれて紙細工をつくってくれた
•こどもが店員さんをやったり、こどもと
一緒に企画ができた

•近所のこどもが元堺消
防署で遊ぶのが好きと
言ってくれた

•大学生とつながりができ、
別の場所でのワークショッ
プ開催に誘われた

•河内木綿コットンクラブの
活動の宣伝をしないと

•午前中は人があまりいな
くてさみしい

•好きなことをしながら、色々
な人とお話しできて楽しい

他の企画とのコラボ 中高生も来れる居場所づくり

•トイレが行きづらい
•照明は暗い（天気が悪いともっと
暗い）
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SAKAI ENTRANCE竹内街道 MARKET



SAKAI ENTRANCE竹内街道 MARKET 企画概要

1. 日時
11月1日（土）
10：30～15：00

2. 実施内容
元堺消防署用地を玄関口に、竹内街道
にフォーカスした「SAKAI ENTRANCE 
竹内街道 MARKET」を開催。南大阪を
中心にヒト・モノ・コトが集まり、家族で楽
しみながら地域の魅力を再発見できるマ
ルシェでした。

主催：株式会社ふくのこ
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CANGO TRIAL WEEK2025vol.2 企画者ふりかえりシート 企画・団体名【SAKAI  ENTRANCE  MARKET】

２．準備（～前日）１．企画（～1か月前） ３．実施(当日) ４．実施後

③
地
域
・
周
辺

へ
の
配
慮

①
工
夫
・
成
功
し
た
点

②
困
っ
た
こ
と
・

課
題

④
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
満
足
度

高

普
通

低

⑤今後について(やりたいこと、協力・連携したいこと、課題に感じていること等)

できる限り当日の設営が少人
数で行うことを想定した

少人数で、設営を行えるようにし
たこと
ステージに音楽を鳴らし続けなく、
対談形式を入れたこと
和やかな雰囲気づくりを行なった

イベントをコンパクトに展開しようと
考えた

片付けがスムーズだった。

集客ができず、売り上げとしては
厳しい状況

人通りが少なかった

音響担当の方が、ボラ
ンティアになってしまった

ステージの演者が決まらない。見
つからない。

ステージの演者が決まらない。見
つからない。

音が近隣の方への不快にならないか
に気を付けていた。
通行人への搬入出の際の配慮

広報活動と継続化（地域への回覧板や情報提供と認知度の定着）



社会実験「レールサイドテラス」
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企画概要
■実施内容
歩道空間でのベンチ等のストリートファニチャーの設置による滞留空間を創出
■実施期間
令和7年11月1日（土）～7日（金）
■実施主体
堺市 建築都市局 都市整備部 都心未来創造課
大阪公立大学 景観計画学研究室・建築計画研究室



第４回元堺消防署ワークショップ

休憩
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第４回元堺消防署ワークショップ
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1
3 ワーク「知る→訪れるためには何が

必要？」



１．知る→訪れるのプロセス

30

「人が訪れるためのプロセスをデザインする」

認知・興味
２興味・関心

情報収集・比較検討 来場・波及
１認知 ３理解・共感 ４比較・検討 ５行動・来場 ６継続・波及

○訪れる人(顧客)の体験の段階

○存在を知る ○自分ごと化 ○価値の納得 ○不安解消 ○実際に来る ○次につながる
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認知・興味
２興味・関心

○存在を知る ○自分ごと化 ○価値の納得 ○不安解消 ○実際に来る

情報収集・比較検討 来場・波及
１認知

ポ
イ
ン
ト

・存在／イベント
を知ってもらう
・誰向けかを一瞬
で伝える
・情報は最小限
に

３理解・共感

・楽しそうな雰囲
気を伝える
・参加シーンを想
像させる
・写真・動画を活
用

４比較・検討 ５行動・来場 ６継続・波及

○次につながる

・なぜやるのかを伝
える
・背景や思いを共
有
・共感ポイントを明
確にする

・他との違いを示す
・日時、場所、費
用を明確にする
・不安要素(アクセ
ス、設備、対象等)
を先回りして解消

・迷わない、分かり
やすい導線設計
・歓迎感のある設
え、運営
・来場、参加方法
を分かりやすくする

・また来たい体験
設計
・SNS、口コミを
促す
・次回案内を行う

タ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト

SNS・口コミ等 SNS・サイト等 施設・人等

あ
り
が
ち
な
失
敗
例

行
動

・対象者が曖昧
・告知開始が遅
い
・情報の盛り込み
過ぎ

・雰囲気が伝わら
ない
・内容が抽象的
・自分に関係ない
と判断される

・主催者目線の
みの説明
・専門用語が多
い
・説明不足

・費用や時間が不
明
・アクセスが分かりに
くい
・配慮不足

・当日の案内不
足
・スタッフ対応が不
十分

・イベント後の接
点がない
・写真共有、発
信の仕掛け不足
・単発で終わる

• 「知る →訪れる（来訪・参加）」までのプロセスとポイント等を整理
• タッチポイント：顧客と接触する媒体・場所・人



４．実施後
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令和6～7年度の取組により、認知は少しずつ進んでいるが、
取組を知らない、訪れたことがない人も多い。

課題

元堺消防署や暫定利用の取組を
知り、訪れてもらうためのアイデアを出そう！

認知・興味
２興味・関心

情報収集・比較検討 来場・波及
１認知 ３理解・共感 ４比較・検討 ５行動・来場 ６継続・波及

○存在を知る ○自分ごと化 ○価値の納得 ○不安解消 ○実際に来る ○次につながる

認知→訪れるまでの取組が十分ではない？

ワーク

各取組のステップで言うと・・
３．実施(当日)２．準備（～前日）１．企画（～1か月前）



２．ワーク・意見交換の進め方

※3グループ程度に分かれて話をします。

①前半のふりかえりについて意見交換 （15分）
• 23～28pCANGO TRIAL WEEK2025vol.2の企画実践者からのふりかえりを聞いて、
「知り、訪れてもらう」の点で、「良かったと思うこと」や「ポイントだと思うこと」などを意見交換
します。

②知る→訪れるためのアイデア出し（30分）
• 元堺消防署を「知ってもらうために必要なこと」、「訪れたいと思うために必要なこと」等につ
いて各自ワークシートに貼ってある付箋に記入してください。

• グループ内で意見交換をします。

➂ふりかえり （5分）
33



＼グループに分かれて意見交換／

居心地の良い時間をみなさんと過ごすために

 発言の時間は守ろう
 他者の意見は否定せず尊重しよう
 相手に伝わりやすい言葉で話そう
 発言が終わったら拍手をしよう

34



35

認知・興味を高めるために
○存在を知る ○自分ごと化 ○実際に来る

訪れた人の満足度を高めるために
○次につながる、また来たいと思う

で
き
る
こ
と
の
ア
イ
デ
ア

キーワード

第４回元堺消防署ワークショップ 個人ワークシート

す
ぐ
に
実
践
で
き
そ
う
な
ア
イ
デ
ア

※付箋に名前を記入お願いします



参考：元堺消防署暫定利用の広報媒体
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堺市ホームページ Instagram 元堺消防署1階の掲示板



第４回元堺消防署ワークショップ

37

1
4 全体発表・総括



第４回元堺消防署ワークショップ
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1
5 今後のスケジュール・閉会



スケジュール

39

令
和
７
年
度

「CANGO TRIAL DAY」企画募集・実施 期間：令和7年7月～(継続中)

第４回ワークショップ
日時：令和8年1月18日(日)
場所：元堺消防署

「CANGO TRIAL WEEK2026vol.3」
実施予定

令
和
８
年
度

WSで出たアイデアの実践

みんなの場所としてつかいつづける
ために必要なことを考えよう



＼元堺消防署用地暫定利用について／
(堺市HP)

最新情報はこちらをチェックしてください！ 40
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